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□  脳卒中にかかりやすいかチェック

血
圧
の
高
い
人
は
低
い
人
に
比
べ
脳
卒
中
を
起
こ
す
確
率
が
最
大
８
倍

　鹿児島県の脳卒中死亡率（人口 10 万人あたり脳卒中で亡くなった
人の数）は全国平均の 1.4 倍。
　県内保健所別にみると、伊佐地区の脳血管疾患死亡率は平成 24 年
度に県内ワースト１位、その後も上位に位置しています。脳卒中を予
防して健康寿命をのばしましょう。

脳卒中とは　脳の血管がつまったり破れたりして脳に障がいが起きる
　　　　　　病気（脳梗塞・脳出血・くも膜下出血など）で、高齢者
　　　　　　が要介護や寝たきりになる最大の原因です。

　60 歳以上である

 　高血圧である

 　脂質異常症である

 　糖尿病である

 　家族や親戚に脳卒中にかかった人がいる

 　脈が乱れることがよくある

 　太っている

 　お酒をたくさん飲む

 　たばこを吸う

　運動不足である

　ストレスがたまっている

　ゆっくり休めない

　完璧主義である

　味付けの濃いものが好き

　脂っこいものが好き

　味見をせずに調味料をかけることが多い

　果物を食べることが少ない

　野菜をあまり食べない

あなたはいくつあてはまりますか

　高血圧や糖尿病をはじめとする危険因子の予防には、
減塩・野菜たっぷりの食事、適度な運動、十分な休養、
禁煙、節度のある飲酒、定期的な健診等による健康
チェックなどが基本です。

該当する項目がたくさんある人もなおしていけば
「脳卒中」の危険性は低下します

糖
尿
病
の
人
は
脳
卒
中
に
よ
る
死
亡
率
が
正
常
な
人
に
比
べ
て
２
～
３
倍

引用：鹿児島県ホームページ「脳卒中を予防しましょう」
（最終アクセス 2015 年 11 月 9 日）



問い合わせ先　健康長寿課健康推進係　☎㉓１３１１

　伊佐市食生活改善推進員会（会員 32 人）は、地域の

健康づくり活動に大きく貢献したことが認められ、鹿児

島県国民健康保険団体連合会から永年活動団体表彰を受

けました。（平成 27 年 10 月）

　『私たちは、健康生活について正しい知識と技術を学

習し、自らも健康生活の実践者となるよう意欲的に取り

組む団体です。

  地域の皆さんへも、バランスのとれた食事、地産地消、

郷土料理など食文化の継承という大きな目標を掲げ、食

育活動や男性料理教室など行っています。

  私たちの活動は、ボランティア精神をもとに地域への

思いやりの気持ちがあれば誰にでもできます。１月から

養成講座を開催しますので、興味のある人はお問い合わ

せください。』

3　　広報いさ  2015.12.01

●脳卒中予防のポイントは減塩「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
」

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
の
普
及
や
食
育
活
動
な
ど
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

―
伊
佐
市
食
生
活
改
善
推
進
員
―

減
　成人の食塩摂取の目標量は「1 日８ｇ未満」。食生活改善

推進員は地域とのつながりを生かし「減塩」をテーマにＴＵ

ＮＡＧＵパートナーシップ事業を行います。あなたの身近な

食生活改善推進員が 12 月～２月に家庭訪問し味噌汁の塩分

チェックを行います。（該当地域のみ）

・自治会やグループ単位で塩分濃度を測定します

　地域で集まる際、減塩に関する講話や塩分チェックはいか

がでしょか。家庭の味噌汁を持ち寄るだけで塩分濃度を測定

します。

1　

手
始
め
に　

高
血
圧
か
ら　

治
し
ま
し
ょ
う

10　

脳
卒
中　

起
き
た
ら
す
ぐ
に　

病
院
へ

9　

万
病
の　

引
き
金
に
な
る　

太
り
す
ぎ

8　

体
力
に　

合
っ
た
運
動　

続
け
よ
う

7　

お
食
事
の　

塩
分
・
脂
肪　

控
え
め
に

6　

高
す
ぎ
る　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
も　

見
逃
す
な

5　

ア
ル
コ
ー
ル　

控
え
め
は
薬　

過
ぎ
れ
ば
毒

4　

予
防
に
は　

タ
バ
コ
を
止
め
る　

意
志
を
持
て

3　

不
整
脈　

見
つ
か
り
次
第　

す
ぐ
受
診

2　

糖
尿
病　

放
っ
て
お
い
た
ら　

悔
い
残
る

▪ 

脳
卒
中
予
防
十
か
条

（
公
益
社
団
法
人
脳
卒
中
協
会
）
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　　　　　  199,058 円

　　　
　　　　　　

　　　　　　72,841 円
　　　　　   

　　　　　　65,869 円

　　　
　　　　　　

　　　　　　61,573 円

　　　
　　　　　　

　　　　　　57,884 円

　　　
　　　　　　

　　　　　　40,947 円

　　　
　　　　

　
　　　　　　40,112 円

　　　
　　　　　　

　　　　　　28,791 円

　　　
　　　　　　

　　　　　　     8,685 円

　　　
　　　　　　

　　　　　　     5,356 円

　　　
　　　　　

　　　　　　     4,942 円
　 　　 　　   
　　　　　　       2,761 円

　       
         
         
　   　　　　  
　　   　　　  
　        

　　　          
        

　  
　  
　   
　 　　　　 

歳出

歳出　164 億 1,159 万円

伊佐市の財政状況をお知らせします

義務的経費　市の借金や人件費・扶助費
　　　　　　（生活支援経費）など、支
　　　　　　出しなければならない経費
投資的経費　道路建設などのように、社
　　　　　　会資本の形成に向けられる
　　　　　　経費
公 債 費　これまで借り入れた市債な
　　　　　　どの返済に係る経費（借金
　　　　　　返済）

用語の説明
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伊佐市の財政状況
　平成 26 年度の一般会計決算を、平成 27 年度９月定例議会に提出しました。
　一般会計の決算の規模は、歳入 169 億 6,687 万円、歳出 164 億 1,159 万円
となっています。歳入と歳出の差し引き額は、５億 5,528 万円です。これには、
翌年度に繰り越すべき財源の２億 3,972 万円が含まれていますので、これを除
いた実質収支は、３億 1,556 万円となります。

｛
歳入

歳入　169 億 6,687 万円

用語の説明

自 主 財 源　地方公共団体が自主的に収入できる財源
依 存 財 源　国や県から定められた額を交付される財源
地方交付税　所得税や法人税などの国税の一部を、地方自治体間にある財源の不均
　　　　　　衡を調整し、国民が受ける基本的な行政サービスが住む場所によって
　　　　　　差のないようにするため、地方公共団体の財政状況に応じて交付され
　　　　　　るお金で、国から地方への仕送りと言われている
市 　 　 債　財源不足を補うため、国・県や民間の金融機関から借りるお金
国庫・県支出金　市が行う特定の事務や事業に対して、必要な費用の財源として国・県
　　　　　　から交付されるお金
実 質 収 支　単年度の収入と支出の差額から、翌年度に繰り越すことが決まってい
　　　　　　る財源を差し引いたもの

平成 26 年度決算
一般会計

F i n a n c e 　 C o n d i t i o n s

市
の
財
政
状
況
を

見
て
み
よ
う
！
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区分 施設名 所在地 定員 電話番号

保育園

 大口保育園 大口 60 ㉒ 8125
 大口里保育園 大口 60 ㉒ 2327
 明徳寺保育所 大口 60 ㉒ 6195
 山野保育園 山野 40 ㉒ 1476
 羽月保育園 羽月 90 ㉒ 6388
 あゆみ保育園 大口 60 ㉒ 5473
 みどり保育園 大口 140 ㉒ 2611
 ひまわり保育園
 （みどり分園） 大口 40 ㉓ 5560

 紅洋保育園 曽木 45 ㉕ 2155
 慈光保育園 菱刈 55 ㉖ 2145
 湯之尾保育園 湯之尾 40 ㉖ 0640
 本城保育園 本城 50 ㉖ 4161
 田中保育所 田中 60 ㉖ 1016

認定
こども園  大口幼稚園 大口 20 ㉒ 0450

区分 施設名 所在地 定員 電話番号
認定

こども園  大口幼稚園 大口 70 ㉒ 0450

幼稚園  伊佐市立
 本城幼稚園 本城 60 ㉖ 0185

問い合わせ先　こども課子育て支援係
　☎㉓１３１１

入園資格　保育 0 ～ 5 歳
※保護者が就労や疾病などの理由で、家庭で保育ができない児童

入園資格　教育 3 ～ 5 歳

保育料第３子以降無料化
　次の条件に該当する場合に申請すると第３子
以降の保育料が無料になります。
□第３子以降の児童とは
　保護者が現に養育している満 18 歳未満（高
校３年相当）の児童のうち年長者を第１子とし
て、年長順に数えて第３子以降の児童。
□対象児童　次の項目すべてに該当すること
①保護者と市内に居住し、市の住民基本台帳に
　記載されている。（単身赴任等特別な事情が
　ある場合は除く）
②市内の保育園・認定こども園・幼稚園に入園
　している第３子以降の児童。
③保護者等が前年度以前の保育料を滞納してい
　ないこと。
□申込みに必要なもの
※本城幼稚園は必要ありません。
①第３子保育料無料化申請書
②印鑑（シャチハタ不可）
③市内に居住していない満 18 歳未満がいる場
　合は、養育を確認できる書類

○引き続き入園する人　　在園中の保育園・認定こども園・幼稚園
○新規の人　　　　　　　こども課（大口庁舎）、地域総務課・教育委員会学校教育課（菱刈庁舎）、大口子育
　　　　　　　　　　　　て支援センター（大口ふれあいセンター）・菱刈子育て支援センター（まごし館）
※市ホームページからもダウンロードできます。
※本城幼稚園分は学校教育課でのみ配布します。

…
………………

受付日 園名 場所・時間
  12 月 14 日（月）  大口、大口里

こども課
（大口庁舎）
9 時～ 19 時

  12 月 15 日（火）  明徳寺、山野、紅洋
  12 月 16 日（水）  羽月、あゆみ
  12 月 17 日（木）  みどり、ひまわり
  12 月 18 日（金）  慈光、本城
  12 月 21 日（月）  湯之尾、田中、市外
  12 月 22 日（火）
 ～ 12 月 25 日（金） 全保育園

□保育園を希望する人　 □認定こども園・幼稚園を希望する人

保育園・認定こども園・幼稚園の園児募集
◆申込書の配布場所

◆受付期間・場所等

◆保育園・認定こども園・幼稚園の一覧 伊佐市独自の費用助成制度

受付日 園名 場所・時間 

12
月
14
日
（
月
）
～
25
日
（
金
）  

こども園
  大口幼稚園
  開園時間大口

幼稚園

幼稚園
  教育委員会学校教育
  課（菱刈庁舎）８時
  30 分～ 17 時 15 分

伊佐市立
本城幼稚園

平成 28 年度
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伊
佐
市
職
員
採
用
試
験
（
追
加
募
集
）

　気温がマイナス 4℃以下になると、水道管が凍った
り、破裂する事故が多くなります。屋外にある蛇口や
メーターボックスは特に注意してください。
防寒方法
　水道管には布切れなどの保温材を巻きつけます。メ
ーターボックスには布切れなどを詰めると効果的です。
もし凍ってしまったら
　凍った蛇口や水道管にタオルをかぶせて、その上か
ら水かぬるま湯をゆっくりかけてください。熱湯は絶
対にかけないでください。破裂の原因となります。
万一破裂してしまったら
　メーターボックス内等の止水栓を閉め、水を止めて
から最寄りの水道修繕センターまでご連絡ください。
連 絡 先　大口地区水道修繕センター　☎㉓５３３３
　　　　　菱刈地区水道修繕センター　☎㉖２８７０

水道管の防寒対策平成 28 年
 伊佐市「成人式」

日　　時　平成 28 年１月３日（日）
　　　　　13 時～（受付 12 時〜）
場　　所　伊佐市文化会館
対　　象
　平成７（1995）年４月２日から平
成８（1996）年４月１日
生まれの市内在住
及び伊佐市出身の
人
問い合わせ先
伊佐市教育委員会
社会教育課
　　☎㉖１５５４

試
験
区
分
及
び
採
用
予
定
人
員

一
般
行
政
Ⅰ
〈
一
般
事
務
〉　　
　
　

   

若
干
名

　
（
一
般
事
務
ま
た
は
技
術
に
従
事
）

一
般
行
政
Ⅱ  〈
土
木
〉　　

  　
　
　
　

若
干
名

　
（
専
門
的
な
技
術
ま
た
は
一
般
事
務
に
従
事
）

受
験
資
格

　

採
用
後
、
伊
佐
市
に
定
住
す
る
人
で
、
次
の

試
験
区
分
ご
と
の
要
件
を
満
た
す
人

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
、
地
方
公
務
員
法

　

第
16
条
（
欠
格
条
項
）
に
該
当
す
る
人
は
受

　

験
で
き
ま
せ
ん
。

※
自
力
に
よ
り
通
勤
で
き
、
介
護
者
な
し
に
職

　

務
の
遂
行
が
可
能
な
人
、
か
つ
、
活
字
印
刷

　

文
に
よ
る
出
題
に
対
応
で
き
る
人

一
般
行
政
Ⅰ
〈
一
般
事
務
〉

　

昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
卒
業
以

上
の
学
力
を
有
す
る
人
（
来
年
３
月
卒
業
見
込

み
の
人
を
含
む
。）

一
般
行
政
Ⅱ
〈
土
木
〉

　

昭
和
50
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
卒
業
以

上
の
学
力
を
有
す
る
人
（
来
年
３
月
卒
業
見
込

み
の
人
を
含
む
。）

試
験
日
時

一
般
行
政
Ⅰ
〈
一
般
事
務
〉

　

平
成
28
年
１
月
16
日
（
土
）
８
時
30
分
～

一
般
行
政
Ⅱ
〈
土
木
〉

　

平
成
28
年
１
月
16
日
（
土
）

　

13
時
～

試
験
会
場　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
階

第
１
次
試
験

一
般
行
政
Ⅰ
〈
一
般
事
務
〉

　

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
教
養
試
験
及
び
作
文
試
験

一
般
行
政
Ⅱ
〈
土
木
〉

　

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
専
門
試
験
及
び
作
文
試
験

第
２
次
試
験

　

第
１
次
試
験
合
格
者
の
み
（
別
日
程
で
実
施
）

採　
　

用

　

最
終
合
格
者
は
、
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
し
、

平
成
28
年
４
月
以
降
、
必
要
に
応
じ
て
採
用

受
験
手
続

　

総
務
課
に
備
え
付
け
の
受
験
申
込
書
兼
履
歴
書

（
上
半
身
写
真
貼
付
）
に
記
入
の
う
え
、
受
付
期
間

内
に
提
出
（
郵
送
の
場
合
は
、
82
円
切
手
を
貼
っ
た

返
信
用
封
筒
を
同
封
）
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

受
付
期
間　

12
月
７
日
（
月
）
～
25
日
（
金
）

　
　
　
　
　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
日
・
祝
祭
日
は
除
く

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
職
員
係
（
大
口
庁
舎
）　　

  

☎
�
１
３
１
１
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行政からのお知らせ

　市では、明るく元気なまちづくりと健全な青少年の育成のために「伊佐さわやか
あいさつ運動」を進めています。運動推進のために募集した標語に、小学生
85 点、中学生 20 点、高校生・一般 37 点（計 142 点）の応募がありました。
　入選作品を紹介します。

大
口
明
光
学
園
高
等
学
校
1
年　

武
田　

未
和

あ
い
さ
つ
を　

自
然
に
で
き
る　

笑
顔
の
子

平
出
水
小
学
校
６
年　

井
ノ
上　

晟
丈

き
み
の
声　

伊
佐
に
広
が
る　

あ
い
さ
つ
運
動 

羽
月
小
学
校
４
年　

村
田　

ひ
よ
り

あ
い
さ
つ
は　

え
が
お
に
つ
な
が
る　

お
ま
じ
な
い

菱
刈
小
学
校
２
年　

水
間　

良
敬

あ
い
さ
つ
は　

目
を
見
て
に
っ
こ
り　

元
気
よ
く 

大
口
明
光
学
園
高
等
学
校
１
年　

白
坂　

梨
里
子

大
口
中
央
中
学
校
１
年　

南
園　

悠
佳

大
口
東
小
学
校
２
年　

永
里　

羽
琉

羽
月
西
小
学
校
２
年　

熊
ケ
迫　

七
海

ゆ
う
き
だ
し　

ぼ
く
か
ら
あ
い
さ
つ　

元
気
よ
く 

わ
た
し
と
あ
な
た　

山
び
こ
あ
い
さ
つ　

心
に
と
ど
く

あ
い
さ
つ
で　

笑
顔
あ
ふ
れ
る　

伊
佐
の
町

あ
な
た
の
「
お
は
よ
う
」
大
好
き
で
す

設置者 申告が必要となる場合

個人
（住宅用）

  家屋の屋根・土地などに
  発電出力 10 キロワット
  以上の太陽光発電設備を
  設置して売電している場
  合は事業用資産となり申
  告の対象となります。

個人
（個人事業主）

  発電出力、売電の有無に
  かかわらず事業用資産と
  して申告の対象となりま
  す。法人

　太陽光発電設備は固定資産税の課税対象となり償却資産として市に申告が必要な場合があります。
　次の表に該当する場合はご連絡ください。申告の案内を送付します。

「償却資産」と は …  製造業や小売業、農業などの事業を営んでいる個人や会社が所有し、その事業のために使用する機械や器具、  備品など

＜申告が必要な条件＞

太陽光発電設備に係る固定資産税　　　　の申告（償却資産）

問い合わせ先　税務課固定資産税係　☎㉓１３１１

○太陽光パネル自体が瓦の代わりに屋根材として
　設置してある場合は、家屋の一部として評価さ
　れるため申告の必要はありません。
○太陽光発電設備を設置する土地（固定資産）は、
　地目を雑種地として評価するため、農地や山林
　などに設置した場合には、次年度の評価・税額
　が大きく上がることになります。
○平成 24 年 5 月 29 日～平成 28 年 3 月 31 日に
　取得した太陽光発電設備については固定資産税
　を一定期間軽減される場合がありますのでお問
　い合せください。

「伊佐さわやかあいさつ運動」標語決定平　成
27 年度

【
最
優
秀
賞
】

【
優
秀
賞
】

【
優
良
賞
】
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ま ち
の 話 題

ISA City Topics

ISA City Topics

　

　

ふれあいレクリエーション

　10 月 28 日、伊佐市総合体育館で行われ
たレクリエーション大会に、市内の障がい者
施設の利用者など 140 人が集まりました。
　元気な選手宣誓のあと、風船バレーや輪投
げなどでチーム戦を行いました。得点を競い
勝敗を決める大会でしたが、選手やその家族、
スタッフがチームの垣根を越えて笑顔で楽し
みました。

　

榎木孝明氏　講演会

　11 月 9 日、俳優の榎木孝明さんが、母校
である大口高校にて「いさ演劇祭」特別企画
の講演会を行いました。
　生徒のほかに市内外から多くの人が集まり、
自身のことや、常識にとらわれすぎないこと
の大切さなどを語りました。また、舞台で古
武道を披露。自分の意思に逆らって思い通り
に技をかけられていく生徒たちを見た観客か
らは拍手と歓声が沸き上がりました。

伊佐市ＰＲレディ・ボーイ
　11 月 2 日、ＰＲレディ・ボーイの委嘱状交付式が
ありました。
　ＰＲレディ・ボーイは、伊佐市が主催する「もみじ
祭り」「桜まつり」等のイベントやＰＲ番組への出演
など県内外に伊佐の情報を発信していきます。
　任期は平成 27 年 11 月 1 日から 1 年間です。
＜写真左より＞
紫尾享平さん（伊佐市役所）
川島千織さん（大口酒造）
橋口愛さん（伊佐市役所）
山口礼華さん（北さつま農協）
欠席：内野伸哉さん（ライス郷井手口）
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ISA City Topics
　

　

ふるさとを想う集い

　伊佐市にゆかりのある人で構成される「ふ
るさと会」。
　９月 29 日に関東伊佐会、10 月 24 日に関
西伊佐の会の総会が行われました。
　会場では伊佐の近況を伝え、懐かしい特産
品の販売を行いました。
　それぞれ 100 名を超える出席者で、総会
後の懇親会では久しぶりに会う友人らと懐か
しいふるさとの話で大いに盛り上がりました。
　ふるさと会への加入は、伊佐ＰＲ課（☎㉙
４１１３）にお問い合せください。

姉妹都市交流

　10 月 20 日、姉妹都市である西之表市の
下西小学校６年生 15 人が、山野小学校を訪
れました。
　２泊３日の修学旅行の途中で立ち寄り、互
いの学校紹介やレクリエーションなどで交流
しました。
　昭和 20 年に山野校区で疎開児童を受け入
れた縁で昨年に続き２回目の訪問。当時を知
る中村貞幸さん（上松 ・81 歳）の体験談を
聞き、平和の大切さを学びました。

　

子どもたちから
交通安全メッセージ

　市内の全児童約 1,200 人が、家族に宛て
た交通安全への注意を願うメッセージをハガ
キで届けました。
　伊佐地区安全運転管理協議会青年部による
取組みで、今年で２回目です。
　大口小６年の白坂桃子さん（右）は「交通
事故で命を失って欲しくない」、５年の坂口
日菜子さん（左）は「夜の散歩は反射材をつ
けて、運転するときはシートベルトを忘れ
ないで」というメッセージを祖父母に宛て、
11 月 10 日に投函しました。

　

大規模災害時の協定締結

　市は、医療法人慈和会大口病院と「大規模
災害時における緊急避難場所の提供に関する
協定」を結びました。
　避難場所として提供された新厨房棟は、強
化された耐震性と非常電源設備を備えていま
す。
　永田雅子理事長は「施設運営には地域の皆
さんにご協力いただいている、何かあればお
手伝いしたい」と述べました。  
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「
認
知
症
に
な
っ
て
」

あなたらしく生きる「人生の年輪」
相談・問い合わせ先　健康長寿課地域包括支援係　☎�２３７７

　

市
内
在
住
の
認
知
症
の
本
人
と

そ
の
家
族
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
『
伊
佐
子
さ
ん
（
仮
名
）
は
、

80
歳
代
。
歩
行
は
し
っ
か
り
し
て

い
ま
す
が
、
整
理
整
頓
、
薬
の
管

理
等
身
の
回
り
の
こ
と
が
う
ま
く

で
き
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
認

知
症
の
診
断
も
受
け
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
家
族
や
周

り
の
人
に
支
え
ら
れ
て
自
宅
で
生

活
し
て
い
ま
す
。
若
い
こ
ろ
は
仕

事
を
し
て
い
て
、「
働
い
て
い
た

頃
が
一
番
よ
か
っ
た
」
と
当
時
を

振
り
返
り
ま
す
。

　

数
年
前
に
ご
主
人
を
亡
く
し
、

現
在
一
人
暮
ら
し
。「
買
い
物
が

楽
し
み
で
草
取
り
や
小
菜
園
を
作

り
自
由
で
良
い
で
す
。
外
を
眺
め
、

人
が
通
る
の
や
景
色
を
見
て
い
ま

す
。」「
な
ん
つ
て
ん
、
わ
が
家
が

よ
か
」
と
繰
り
返
し
言
わ
れ
ま
す
。

　

家
族
に
つ
い
て
は
「
子
ど
も
が

来
た
時
、「
む
く
ま
な
い
よ
う
に

足
を
上
げ
や
ん
」
と
気
遣
っ
て

く
れ
た
り
、
買
い
物
に
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
ま
す
。
優
し
く
て
私

に
怒
っ
た
こ
と
が
無
い
の
。」
と
、

少
し
誇
ら
し
げ
に
言
わ
れ
る
伊
佐

子
さ
ん
。

　

今
の
気
持
ち
を
う
か
が
う
と
、

「
皆
同
じ
だ
け
年
を
と
っ
て
い
く
、

皆
そ
れ
ぞ
れ
で
す
よ
。
私
は
一
人

暮
ら
し
と
思
っ
た
こ
と
が
無
い
。

家
族
や
近
所
の
人
、
誰
か
し
ら
い

る
か
ら
安
心
、
今
は
幸
せ
。」』

　

伊
佐
子
さ
ん
と
お
話
し
て
い
る

と
、
ゆ
っ
く
り
時
間
が
流
れ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
若
い
頃

の
話
や
家
族
の
こ
と
な
ど
、
笑
顔

を
交
え
て
嬉
し
そ
う
に
話
す
姿
が

印
象
的
で
し
た
。
で
き
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
今

で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
、「
幸
せ
」

と
感
じ
て
い
ま
す
。
伊
佐
子
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

知っていますか「マイナンバー制度」
問い合わせ先　総務課行政係　☎�１３１１

内閣官房 社会保障改革担当室 

内閣府 大臣官房 番号制度担当室 

平成26年１０月版 

愛称：マイナちゃん 

内閣官房 社会保障改革担当室 

内閣府 大臣官房 番号制度担当室 

平成26年１０月版 

愛称：マイナちゃん 

「
通
知
カ
ー
ド
」
は
届
き
ま
し
た
か

　

あ
な
た
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個

人
番
号
）
を
お
知
ら
せ
す
る
大
切

な
「
通
知
カ
ー
ド
」
は
、
概
ね
12

月
上
旬
頃
ま
で
に
お
届
け
す
る
予

定
で
す
。

　

12
月
中
旬
以
降
に
な
っ
て
も
届

か
な
い
場
合
は
、
市
民
課
（
☎
㉓

１
３
１
１
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た

不
正
な
勧
誘
や
、
個
人
情
報
の
取

得
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

●
国
や
市
役
所
な
ど
が
、
口
座
番

　

号
や
暗
証
番
号
、
所
得
や
資
産
、

　

家
族
構
成
や
年
金
・
保
険
の
情

　

報
な
ど
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と

　

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

●
国
や
市
役
所
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作

　

を
お
願
い
し
た
り
お
金
や
キ
ャ

　

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
要
求
し
た
り

　

す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

※
こ
の
よ
う
な
電
話
や
手
紙
、
訪

　

問
に
は
絶
対
に
応
じ
な
い
で
く

　

だ
さ
い
。

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
」
開
設

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
に
お
答
え
し
ま
す
。

総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
・
９
５
・
０
１
７
８

※
平　

日
９
時
30
分
～
22
時

　

土
日
祝
９
時
30
分
～
17
時
30
分

※
年
末
年
始
12
月
29
日
～
１
月
３

　

日
を
除
く
。

一
部
Ｉ
Ｐ
電
話
等
で
右
記
ダ
イ
ヤ

ル
に
繋
が
ら
な
い
場
合
（
有
料
）

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る

　

こ
と

☎
０
５
０
・
３
８
１
６
・
９
４
０
５

○
「
通
知
カ
ー
ド
」「
個
人
番
号

　

カ
ー
ド
」
に
関
す
る
こ
と

☎
０
５
０
・
３
８
１
８
・
１
２
５
０

英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
・
ス
ペ

イ
ン
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
対
応
の

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る

　

こ
と

☎
０
１
２
０
・
０
１
７
８
・
２
６

高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

12
月
の
対
象
活
動

○
健
康
相
談
、
結
核
検
診
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１
１
０
番
だ
よ
り

年
末
年
始
「
特
別
警
戒
」

問
い
合
わ
せ
先　

伊
佐
警
察
署　

☎
�
０
１
１
０

○
飲
食
店
街
等
に
お
け
る
犯
罪
や
暴
力

　

団
犯
罪
等
に
対
す
る
警
戒
の
強
化

○
性
犯
罪
や
声
か
け
事
案
に
対
す
る
警

　

戒
の
強
化

○
飲
酒
運
転
等
の
悪
質
・
危
険
・
迷
惑

　

性
の
高
い
交
通
指
導
取
締
り
の
強
化

　

及
び
検
問
の
実
施

○
暴
走
族
取
締
り
の
実
施

○
初
詣
等
に
お
け
る
雑
踏
警
備
の
強
化

○
商
業
施
設
等
の
人
の
集
ま
る
場
所
に

　

お
け
る
警
戒
活
動
の
強
化

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

年
末
年
始
は
物
流
や
住
民
の
活
動
が

活
発
に
な
り
、
事
件
・
事
故
の
多
発
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

伊
佐
警
察
署
で
は
市
役
所
や
防
犯
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
連
携
し
て
、
市

民
の
安
全
安
心
の
た
め
に
パ
ト
ロ
ー
ル

や
警
戒
活
動
を
一
層
強
化
し
ま
す
。

実
施
期
間

　

12
月
10
日
（
木
）
～
平
成
28
年
１
月

10
日
（
日
）

重
点
活
動

○
犯
罪
の
未
然
防
止

○
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止
及

　

び
高
齢
者
の
安
全
対
策

○
交
通
死
亡
事
故
の
抑
止
、
飲
酒
運
転

　

の
根
絶
及
び
暴
走
族
取
締
り

○
雑
踏
事
故
防
止

○
テ
ロ
の
未
然
防
止
と
不
法
滞
在
者
対

　

策
主
な
取
組
み

○
金
融
機
関
及
び

　

コ
ン
ビ
ニ
等
の

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
設
置
箇

　

所
に
対
す
る
警

　

戒
の
強
化

戦
後
70
年
「
縁
と
絆
」
記
憶
の
風
景
と
未
来
を
た
ど
る

問
い
合
わ
せ
先　

伊
佐
Ｐ
Ｒ
課
交
流
Ｐ
Ｒ
第
１
係　

☎
㉙
４
１
１
３

　

鹿
児
島
市
か
ら
南
へ
３
８
０
km
、
奄

美
本
島
か
ら
東
へ
25 

km
の
洋
上
に
あ

る
。
南
南
西
か
ら
北
東
に
長
く
14 

km
、

南
北
の
最
長
は
７
・
75 

km
、
周
囲
48
・

６ 

km
で
あ
る
。
総
面
積
56
・
94 

㎢
の

35
％
に
あ
た
る
20 

㎢
が
耕
地
、
20
％
の

11 

㎢
が
林
野
面
積
で
あ
る
。
平
坦
な
島

で
河
川
ら
し
い
河
川
は
な
く
、
島
全
体

が
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
で
年
平
均
２
ミ
リ
ず

つ
隆
起
し
て
い
る
。

　

基
幹
産
業
は
農
業
で
島
一
面
に
サ
ト

ウ
キ
ビ
畑
が
広
が
り
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
か

ら
作
ら
れ
る
黒
糖
、
黒
糖
焼
酎
は
島
の

特
産
品
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
国
内
最

大
の
白
ゴ
マ
の
産
地
と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
る
。

　

喜
界
島
一
番
の
魅
力
は
、
な
ん
と
い

っ
て
も
透
明
度
の
高
い
海
。
海
面
か
ら

で
も
美
し
い
熱
帯
魚
・
サ
ン
ゴ
を
見
る

こ
と
が
で
き
、
海
に
潜
れ
ば
美
し
く
も

神
秘
的
な
別
世
界
を
堪
能
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

そ
の
他
に
も
、
喜
界
島
の
東
半
分
を

横
切
る
一
直
線
道
路
や
島
を
眼
下
に
見

下
ろ
す
絶
景
と
、
飛
び
交
う
蝶
や
色
と

姉
妹
都
市
「
喜
界
町
」

り
ど
り
の
花
々
な
ど
、
普
段
と
は
違
っ

た
時
間
の
流
れ
を
体
感
で
き
る
。

交
通
ア
ク
セ
ス

　

 

鹿
児
島
空
港
～
喜
界
島
空
港  

　

 

１
時
間
10
分

　

 

鹿
児
島
本
港
～
喜
界
島
湾
港 

　

 

11
時
間

　

次
回
、
学
童
疎
開
の
体
験
談
を
掲
載

し
ま
す
。

珊瑚礁の海を
一望できる絶
景の地、周辺
はハイビスカ
ス 等 熱 帯 の
花々が咲く。

長さ 250 ｍの真白
な 砂 浜 と 透 き と
おった海には熱帯
魚も泳ぐ、夕日が
きれいな景勝地。

樹齢 100 年を越えるものもありテ
レビドラマのロケ地にもなった。

カジュマル巨木

スギラビーチ

百の台公園展望台
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問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
課
こ
ど
も
健
康
係　

☎
�
１
３
１
１

子どもの生活とメディア

　

赤
ち
ゃ
ん
は
大
人
と
の
や

り
と
り
を
通
し
て
育
ち
ま
す
。

お
っ
ぱ
い
を
飲
み
な
が
ら
、
お

母
さ
ん
を
見
る
と
優
し
く
微
笑

ん
で
く
れ
る
、
お
む
つ
が
汚
れ

て
泣
く
と
「
き
れ
い
に
し
よ
う

ね
」
と
言
っ
て
替
え
て
も
ら
い

気
持
ち
良
く
な
る
。
こ
う
い
っ

た
『
気
持
ち
を
訴
え
て
、
応
え

て
も
ら
う
』
と
い
う
体
験
を
繰

り
返
す
こ
と
で
、
自
分
は
愛
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
、
人
を
信
じ

る
心
（
基
本
的
信
頼
感
）
が
生

ま
れ
、
養
育
者
と
の
間
に
強
い

心
の
絆
が
育
ま
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
最
近
、
携
帯
電

話
や
ス
マ
ホ
な
ど
の
急
速
な
普

及
で
便
利
に
な
っ
た
一
方
、
親

子
の
ふ
れ
あ
う
時
間
が
奪
わ
れ

て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
同
じ
部
屋
に
い
て

も
関
わ
る
大
人
が
テ
レ
ビ
や
ス

マ
ホ
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
画
面

を
見
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
赤

ち
ゃ
ん
が
ジ
ー
ッ
と
目
線
を

送
っ
て
も
声
を

出
し
て
も
タ
イ

ミ
ン
グ
よ
く
気

づ
い
て
も
ら
え

な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
子
ど

も
の
成
長
発
達
に
ど
ん
な
影
響

を
及
ぼ
す
の
で
し
ょ
う
か
。

◎
気
持
ち
を
訴
え
て
も
応
え
て

　

も
ら
え
な
い
こ
と
が
続
く
と
、

　

人
に
期
待
し
な
く
な
り
訴
え

　

る
こ
と
を
止
め
て
し
ま
う
。

　

こ
れ
は
子
ど
も
が
成
長
し
て

　

困
っ
た
こ
と
が
起
き
て
も

　
「
助
け
て
」
と
人
に
言
え
ず

　

一
人
で
が
ん
ば
っ
て
し
ま
う
。

　

無
気
力
に
な
り
、
自
分
を
大

　

切
に
思
え
な
く
な
る
。

◎
メ
デ
ィ
ア
づ
け
に
な
る
と
、

　

夜
遅
く
ま
で
起
き
て
い
る
、

　

睡
眠
時
間
が
短
く
な
る
、
朝

　

起
き
ら
れ
な
い
な
ど
の
生
活

　

リ
ズ
ム
の
乱
れ
に
つ
な
が
る

　
（
睡
眠
障
害
は
不
登
校
の
大

　

き
な
原
因
の
一
つ
）。

◎
外
遊
び
が
減
る
こ
と
で
運
動
不
足
に
陥
り
、
結
果
と
し
て
体

　

力
・
運
動
能
力
が
落
ち
て
く
る
。

　

大
人
社
会
で
は
便
利
に
使
わ
れ
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
で
す
が
、

子
ど
も
に
は
「
問
題
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
方
が
多
い
現
状

の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
子
ど
も
の
訴
え
を
受
け
止
め
て
、
そ

れ
に
大
人
が
応
え
る
こ
と
が
子
ど
も
の
成
長
発
達
に
は
大
切
な

こ
と
で
す
。
こ
の
積
み
重
ね
が
将
来
の
子
ど
も
の
健
や
か
な
姿

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

子
ど
も
は
遊
び
と
生
活
を
通
し
て
身
体
や
気
持
ち
が
成
長
し
、

集
団
生
活
を
送
る
う
え
で
大
切
な
社
会
性
も
育
っ
て
い
き
ま
す
。

乳
幼
児
期
は
大
人
が
子
ど
も
の
遊
び
に
つ
き
あ
う
こ
と
が
と
て

も
大
事
な
こ
と
で
す
。
ど
う
や
っ
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
人
は
、

市
内
2
か
所
の
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
子
ど
も
の
年
齢

に
あ
っ
た
遊
び
を
体
験
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
も
子
ど
も
が
喜
ぶ
あ
そ
び
を
聞
い
て
み
て
く
だ

さ
い
。
得
意
な
あ
そ
び
を
き

っ
と
教
え
て
く
れ
る
と
思
い

ま
す
。

　

ま
ず
は
、
授
乳
・
食
事
中

の
テ
レ
ビ
や
ス
マ
ホ
な
ど
を

や
め
て
食
事
や
会
話
を
楽
し

む
時
間
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

＊
「
メ
デ
ィ
ア
」
と
は
テ
レ

　

ビ
・
ビ
デ
オ
・
ス
マ
ホ
・

　

ケ
ー
タ
イ
・
ゲ
ー
ム
・
パ

　

ソ
コ
ン
等
の
こ
と
。
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南三陸だより
Vol. 44

　

　

南
三
陸
町
も
秋
か
ら
冬
へ
と

移
り
変
わ
る
な
か
、
外
を
歩
く

と
小
さ
な
白
い
綿
毛
の
よ
う
な

も
の
が
舞
っ
て
い
る
光
景
を
よ

く
み
か
け
ま
す
。
最
初
は
雪
か

と
思
い
ま
し
た
が
、
地
元
の
人

に
聞
く
と
、「
雪
虫
」
と
い
う

体
長
５
mm
程
の
全
身
綿
で
包
ま

れ
た
よ
う
な
虫
で
、
東
北
地
方

に
冬
を
つ
げ
る
風
物
詩
に
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
風
物
詩
「
鮭
の

遡
上
」
も
始
ま
り
、
川
で
は
全

長
１
メ
ー
ト
ル
程
の
鮭
が
産
卵

の
た
め
泳
い
で
い
る
姿
を
見
ら

れ
ま
す
。
今
年
は
例
年
に
比
べ

数
が
少
な
い
よ
う
で
す
。
こ
の

時
期
に
南
三
陸
町
に
お
越
し
の

際
は
こ
の
二
つ
の
風
物
詩
を
見

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

市
街
地
で
は
公
立
南
三
陸
病

院
が
完
成
し
12
月
中
旬
に
開
院

し
ま
す
。
私
が
赴
任
し
た
４
月

に
造
成
工
事
を
し
て
い
た
役
場

の
隣
り
で
も
住
宅
建
築
が
始
ま

り
、
目
に
見
え
て
町
の
復
興
が

大
き
く
前
進
し
て
い
ま
す
。
私

が
担
当
す
る
住
宅
再
建
補
助
業

務
も
、
引
続
き
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。
年
末
に
帰
省
し
、
伊
佐

市
の
皆
さ
ん
に
会
え
る
の
が
楽

し
み
で
す
。　
（
福
田
光
一
郎
）

　

レ シ ピ

〈作り方〉　
①よく洗ったこんにゃくいもは皮をむく。
　芽のある部分は深く完全にくり抜く。
②ミキサーに刻んだこんにゃくいも、灰汁
　と水を混ぜ合わせたものを入れて回す。
③ボウルに②とすりおろしたゆずを入れて
　よくこねる。
④鍋に灰汁を少し入れて沸騰させ、③を丸
　めて入れて１時間ほど煮る。

生
Vol.62

「爽やかなゆずの香りがひろがる」

〈材　料〉
こんにゃくいも　　３kg
灰汁　　　　　　　700cc
水　　　　　　　　1600cc
ゆず　　　　　　　３個

雪虫南三陸病院 鮭
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

○

【今月の新刊本（抜粋）】

　  は休館日
　  はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18 時
　　　　　日・祝日：９時～ 17 時

【雑誌リサイクル】
期　間　12 月 19 日（土）～ 26 日（土） 
場　所　菱刈図書館 
内　容　古くなった雑誌をリサイクル
　　　　本として提供

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童 一  般

　入学式の写真にお
ばけが写り、転校者
が続出した桜小学校。
写真に写った白いお
ばけの正体とは…？
かほる校長先生と５
人の生徒とおばけの
奮闘を描く。

　「人生をやり直した
い！」と思ったこと、
ありませんか？元相撲
取りの探偵、相方に逃
げられた芸人…。夢を
諦めきれない人々を、
ユーモラスに温かく描
く、少しだけ心が強く
なる短編集。　

みんなのおばけ小学校　市川宣子

（出版：佼成出版社） （出版：文藝春秋	）

ギブ・ミー・ア・チャンス　萩原浩

【　児　童　】
きっときっとまもってあげる Ｌ．マーロウ
おじいちゃんのコート バーバラ・マクリントック

【　一　般　】
ヨイ豊 梶よう子

【イベント情報】
クリスマスおはなし会		
日　時　12 月 19 日（土）10:00 ～ 11:00		
場　所　いきがいセンター和室	
内　容　図書館ボランティア「おはなしミッケ！」と一緒
　　　　に小学生も読み手になっておはなし会	
ふれあいメルヘンひろば			 
日　時　12 月 19 日（土）10:30 ～ 11:30
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」によるクリスマ
　　　　スにちなんだ大型絵本や紙芝居の読み聞かせ
ブックスタート						   
日　時　12 月 19 日（土）11:00 ～ 11:40			 
場　所　いきがいセンター和室				 
内　容　絵本の読み聞かせや簡単な遊びなど。初めての人
　　　　にはブックスタートパックをプレゼント
対象者　２歳未満の赤ちゃんと保護者または出産予定の人
※前日までに菱刈図書館に申込が必要。当日は母子手帳を持参ください。

○

【12 月の図書館カレンダー】
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伊佐市からのお知らせ

お
知
ら
せ

　

平
成
28
年
１
月
支
給
分
の
重
度
心
身
障
害

者
医
療
費
助
成
金
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
助
成
金
並
び
に
平
成
27
年
12
月
支
給
分
の

乳
幼
児
医
療
費
助
成
金
は
、12
月
17
日
（
木
）

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
障
が
い
者
支
援
係　

☎
㉓
１
３
１
１

こ
ど
も
課
こ
ど
も
相
談
係　

☎
㉓
１
３
１
１

　

13
区
間
24
・
２
km
の

コ
ー
ス
で
、
各
校
区
代
表

選
手
が
健
脚
を
競
い
ま
す
。

日　
　

時　

12
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　
　

10
時
ス
タ
ー
ト

場　
　

所

　

菱
刈
農
村
公
園
～
伊
佐
市
陸
上
競
技
場

○
選
手
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
ス
タ
ー
ト

　

12
月
３
日
～
９
日
は「
障
害
者
週
間
」で
す
。

　

障
害
者
週
間
と
は
、
国
民
の
間
に
広
く
障

が
い
者
の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
障
が
い
者
が
社
会
、
経

済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に

積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
週
間
で
す
。
伊
佐
市
身
体
障
害

者
協
会
で
は
街
頭
で
の
広
報
活
動
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
障
が
い
者
支
援
係　

☎
㉓
１
３
１
１

障
害
者
週
間

医
療
費
助
成
金
の
締
切
日
変
更

第
８
回
伊
佐
市
ふ
れ
あ
い
駅
伝
競
走

大
会

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
補
助
金

は
、
本
年
度
に
て
交
付
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
１
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
政
策
課
環
境
保
全
係　

☎
㉒
１
０
６
０

　

年
末
年
始
は
何
か
と
贈
り
物
や
お
祝
い
事

を
す
る
機
会
の
多
い
時
期
で
す
が
、
政
治
家

が
選
挙
区
内
の
人
に
、
お
金
や
物
を
贈
る
こ

と
は
公
職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
有
権
者
が
政
治
家
に
寄
附
や
贈
り
物

を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
次

の
①
か
ら
⑤
で
処
罰
さ
れ
る
と
、
公
民
権
停

止
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る
い
選
挙
を
実
現

し
ま
し
ょ
う
。

①
政
治
家
の
寄
附
の
禁
止 	

②
政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の
勧
誘
・
要
求
の

　

禁
止 

③
政
治
家
の
関
係
団
体
の
寄
附
の
禁
止

④
後
援
団
体
の
寄
附
の
禁
止 

⑤
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料
広
告
の
禁

　

止
⑥
年
賀
状
等
の
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止 

（
答
礼

太
陽
光
発
電
設
置
補
助
金
の
終
了

政
治
家
の
寄
附
や
あ
い
さ
つ
禁
止

　

平
成
27
年
度
の
臨
時
福
祉
給
付
金
の
受
付

は
11
月
４
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

○
市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
「
臨
時
福
祉
給

　

付
金
」
を
支
給
す
る
た
め
に
、
メ
ー
ル
で

　

手
続
き
を
お
願
い
す
る
こ
と
や
、
手
数
料

　

の
振
込
を
求
め
る
こ
と
な
ど
は
絶
対
に
あ

　

り
ま
せ
ん
。

○
市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ（
銀
行
・

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
詐
欺
に
注
意

　

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現
金
自
動
預
払
機
）
の

　

操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

　

ま
せ
ん
。

○
市
や
厚
生
労
働
省
（
の
職
員
）
な
ど
を
か

　

た
っ
た
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
り
、
不
審

　

な
郵
便
が
届
い
た
ら
、
市
や
伊
佐
警
察
署

　

ま
た
は
警
察
相
談
専
用
電
話
（
＃
９
１
１

　

０
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
社
会
福
祉
係　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

　

年
末
年
始
は
日
が
暮
れ
る
時
間
が
早
く
帰

宅
時
間
帯
は
周
囲
が
薄
暗
い
こ
と
や
、
普
段

よ
り
交
通
量
が
増
え
た
り
飲
酒
の
機
会
が
増

え
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、
交
通
事
故
が
増
加

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　

か
ら
40
分
間
、
コ
ー
ス
の
交
通
制
限
を
順

　

次
実
施
。

○
交
通
制
限
・
迂
回
に
つ
い
て
は
、
警
察
官
・

　

交
通
整
理
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
車
両
に
よ
る
コ
ー
ス
内
へ
の
侵
入
は
で
き

　

ま
せ
ん
。

　

大
会
の
安
全
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
係☎

㉓
１
３
１
１

ー
を
守
り
、
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

実
施
期
間　

平
成
27
年
12
月
10
日
（
木
）
～

　
　
　
　
　

平
成
28
年
１
月
10
日
（
日
）

ス
ロ
ー
ガ
ン　
『
年
末
年
始　

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

　
　
　
　
　

で　

事
故
防
止
』

最
重
点
事
項　

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
「
つ
け
て
ま
す
か
？
運
動
」・「
プ
ラ
ス
１

運
動
」
の
展
開

重
点
事
項

○
早
朝
、
夕
暮
れ
時
、
夜
間
に
お
け
る
交
通

　

事
故
防
止

　
「
３
（
サ
ン
）
ラ
イ
ト
運
動
」
の
展
開
と

　

夜
光
反
射
材
用
品
の
着
用
の
推
進

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
「
８
（
や
っ
）
せ
ん
運
動
」

○
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の
シ
ー

　

ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

　

い
着
用
の
徹
底

　

全
席
ベ
ル
ト
着
用
！
「
し
ま
す
・
さ
せ
ま

　

す
運
動
」
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市
で
は
、
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
・

特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成

　

の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
を
除
く
）

み
ん
な
で
徹
底
し
よ
う
『
三
な
い
運
動
』

　
「
贈
ら
な
い
！
」、「
求
め
な
い
！
」、「
受

け
取
ら
な
い
！
」

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
選
挙
係　
　
　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

　児童生徒の人権啓発標語作品を紹介します。
人権や差別について正しい知識を持ち、明る
い伊佐市を築きましょう。

だ
い
じ
ょ
う
ぶ　

あ
な
た
は　

絶
対　

ひ
と
り
じ
ゃ
な
い　
　
　

      　
　

  

大
口
小
学
校　
　

６
年　

上
石
坂　

錬 

い
じ
め　

ダ
メ　

み
ん
な
仲
よ
く　

幸
せ
に　
　
　
　
　
　
　

     　

 　

 　

 

大
口
東
小
学
校　

６
年　

土
屋　

日
星　

考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

し
っ
か
り
と　
　
　
　
　
　
　

     　

     　

 

牛
尾
小
学
校　
　

６
年　

上
田　

美
咲　

言
う
も
言
わ
れ
る
も　

言
葉
の
も
っ
て
る
力　

も
う
一
度
考
え
よ
う　
　
　

山
野
小
学
校　
　

６
年　

野
元　

美
海　

み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
じ
ゃ
な
く
て
い
い　

一
人
一
人
の　

い
い
と
こ
ろ　
　

平
出
水
小
学
校　

６
年　

柿
木　

あ
す
み　

い
じ
め
を
ね　

と
め
る
こ
と
こ
そ　

友
達
の
証　
　
　
　
　
　

        　
　

   

羽
月
小
学
校　
　

６
年　

萩
峯　

綾
梨　

心
の
薬　

そ
れ
は　

あ
な
た
の　

思
い
や
り　
　
　
　
　
　
　

                   

羽
月
西
小
学
校　

５
年　

住
吉　

璃
音

見
た
め
じ
ゃ
な
い
よ　

私
も
あ
な
た
も　

同
じ
人
間　
　
　
　

                   

曽
木
小
学
校　
　

５
年　

三
宅　

聖
華　

あ
い
さ
つ
は　

笑
顔
に
で
き
る　

魔
法
の
言
葉　
　
　
　
　
　
　

               

針
持
小
学
校　
　

５
年　

有
村　

裕
那　
　

大
丈
夫
？　

そ
の
一
言
で　

救
わ
れ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

               

本
城
小
学
校　
　

５
年　

中
村　

愛
奈　

思
い
や
り　

心
を
ひ
ら
く　

か
ぎ
と
な
る　
　
　
　
　
　
　

 　

                  
南
永
小
学
校　
　

６
年　

原
口　

海
斗　

友
だ
ち
と　

つ
な
い
だ
絆
は　

宝
物　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      　

         
菱
刈
小
学
校　
　

６
年　

成
政　

颯　

か
な
し
い
よ　

ま
わ
り
の
み
ん
な
の　

知
ら
ん
ぷ
り　
　
　
　
　

               

田
中
小
学
校　
　

６
年　

羽
祢
田　

星
哉　

大
切
に　

人
と
心
と
人
権
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

               

湯
之
尾
小
学
校　

５
年　

久
保
田　

潤
葉　

う
ち
明
け
て　

自
分
の
気
持
ち　

正
直
に　
　
　
　
　
　
　
　

                   

大
口
中
央
中
学
校
３
年　

三
浦　

二
千
夏　

差
し
の
べ
よ
う　

一
つ
の
勇
気
が　

誰
か
を
救
う　
　
　
　
　
　

               

菱
刈
中
学
校　
　

２
年　

瓦 　

渚
沙

一
つ
の
光　

そ
の
笑
顔
で　

世
界
は
変
わ
る　
　
　
　
　
　
　

                   

大
口
明
光
学
園
中
学
校
１
年　

久
木
山　

怜
那

平成 27 年度人権啓発標語

顕
微
授
精
）
に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

○
申
請
時
に
お
い
て
夫
婦
の
い
ず
れ
か
一
方

　

ま
た
は
両
方
が
市
に
１
年
以
上
住
所
を
有

　

す
る
こ
と

○
夫
婦
の
前
年
所
得
の
合
計
が
７
３
０
万
円

　

未
満
で
あ
る
こ
と

○
夫
婦
い
ず
れ
も
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ

　

と

　

こ
ま
め
な
消
灯
や
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度

を
控
え
め
に
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
節
電

の
取
組
み
を
継
続
し
て
お
願
い
し
ま
す
。

期　
　

間

　

12
月
１
日
（
火
）
～
３
月
31
日
（
木
）

※
休
日
・
年
末
年
始
は
除
く
。

時
間
帯　

８
時
～
21
時

問
い
合
わ
せ
先

九
州
電
力
株
式
会
社
霧
島
営
業
所

☎
０
１
２
０
・
９
８
６
・
８
０
３

節
電
の
お
願
い

助
成
内
容

○
1
年
度
当
た
り
10
万
円
を
限
度
に
通
算
５

　

年
間

○
「
鹿
児
島
県
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
」
の

　

助
成
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
特
定
不
妊

　

治
療
に
要
し
た
費
用
か
ら
県
の
助
成
分
を

　

差
し
引
い
た
額

申
請
方
法

　

治
療
を
終
了
し
た
日
の
翌
日
か
ら
１
年
以

　

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
や
正
月
飾
り
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

日　
　

時　

12
月
20
日
（
日
）
10
時
～
12
時

場　
　

所　

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
プ
レ
イ
ル
ー
ム（
大
口
里
保
育
園
横
）

対
象
者

　

未
就
学
児
～
高
校
生
と
そ
の
保
護
者

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

12
月
13
日
（
日
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク　

☎
０
８
０
・
２
７
８
２
・
１
１
３
９

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係　

☎
㉓
１
３
１
１

12
月
の
伊
佐
自
然
体
験
活
動

内
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
課
こ
ど
も
健
康
係　

☎
㉓
１
３
１
１



ISA City Public Relations  2015.12.01　　18

伊佐市からのお知らせ

　

農
林
館
祭
り
に
参
加
し
て
、
地
域
の
特
産

品
や
農
産
物
を
販
売
す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

▽
農
林
館
祭
り
in
ベ
ル
グ
広
場

日　
　

時　

12
月
16
日
（
水
）
11
時
～
14
時

場　
　

所　

天
文
館
ベ
ル
グ
広
場

参
加
料　

無
料

申
込
期
限　

12
月
11
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
農
林
高
校　
　
　
　
　

☎
㉒
１
４
４
５

募
集
科
名
・
定
員
・
訓
練
期
間

▽
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科　

20
人　

２
年

▽
情
報
処
理
科　
　
　
　

20
人　

２
年

農
林
館
祭
り
出
店
者
募
集

姶
良
高
等
技
術
専
門
校
入
校
生
募
集

　

市
で
は
、
指
定
さ
れ
た
通
学
区
域
を
越
え

て
、
児
童
の
入
学
・
転
入
学
を
特
別
に
認
め
、

豊
か
な
人
間
性
を
培
う
と
と
も
に
、
地
域
や

学
校
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
「
伊
佐
市
小

規
模
校
入
学
特
別
認
可
制
度
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。（
平
成
27
年
度
実
績
9
人
）

入
学
・
転
入
学
の
条
件

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日　
　

時　

12
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　
　

９
時
～
12
時
30
分

場　
　

所　

大
口
明
光
学
園
講
堂

広告

期　
　

日　

12
月
23
日
（
水
）

場
所
・
時
間　

○
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

10
時
～　

○
菱
刈
ふ
る
さ
と
い
き
が
い
セ
ン
タ
ー

　

14
時
～　

内　
　

容　

ダ
ン
ボ
（
ア
ニ
メ
）

上
映
時
間　

約
60
分

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
務
局

☎
㉖
１
５
５
４

⑴
市
内
に
児
童
・
保
護
者
が
在
住
し
、
平
成

　

28
年
4
月
1
日
現
在
で
小
学
新
1
年
生
か

　

ら
新
6
年
生
で
あ
る
こ
と

⑵
１
年
以
上
通
年
で
通
学
が
で
き
る
こ
と

⑶
保
護
者
の
責
任
で
送
迎
が
で
き
る
こ
と

※
特
認
生
に
は
通
学
補
助
費
を
支
給
。

⑷
南
永
小
学
校
へ
の
入
学
・
転
入
学
を
許
可

　

す
る
こ
と
で
、
本
来
就
学
す
べ
き
小
学
校

　

の
対
象
学
年
に
学
級
減
が
生
じ
な
い
こ
と

申
込
期
限　

12
月
18
日
（
金
）

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
立
南
永
小
学
校　
　

☎
㉖
３
９
８
０

学
校
教
育
課
学
事
係　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

　

12
月
10
日
（
木
）
～
16
日
（
水
）
は
「
北

朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
で
す
。

　

平
成
18
年
６
月
に
、「
拉
致
問
題
そ
の
他

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対

処
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対

す
る
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

内　
　

容

○
ク
リ
ス
マ
ス
の
聖
劇
、
吹
奏
楽
演
奏
な
ど

○
学
校
説
明
会（
11
時
30
分
～
希
望
者
の
み
）

問
い
合
わ
せ
先

大
口
明
光
学
園　
　
　
　
　

☎
㉒
０
６
０
９

応
募
資
格

　

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
、
来
春
３
月
卒

業
見
込
み
の
人
ま
た
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上

の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
人

出
願
書
類

　

入
校
願
書
（
写
真
貼
付
）、
学
校
調
査
、
願

書
貼
付
以
外
に
写
真
１
枚
（
縦
４
×
横
３
cm
）

選
考
場
所　

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校

願
書
受
付
期
限　

平
成
28
年
１
月
15
日（
金
）

※
15
日
消
印
有
効

選
考
日　

平
成
28
年
１
月
29
日
（
金
）

合
格
発
表　

平
成
28
年
２
月
４
日
（
木
）

問
い
合
わ
せ
先

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校　
　
　
　
　

☎
０
９
９
５
・
６
５
・
２
２
４
７

学
校
ク
リ
ス
マ
ス
＆
学
校
説
明
会

　

平
成
28
年
か
ら
か
ぼ
ち
ゃ
の
新
規
栽
培
を

開
始
し
販
売
す
る
農
家
を
対
象
に
、
初
年
度

の
み
ト
ン
ネ
ル
被
覆
資
材
一
式
と
苗
代
に
つ

い
て
、
市
と
北
さ
つ
ま
農
協
が
予
算
の
範
囲

内
で
助
成
し
ま
す
。

　

一
農
家
あ
た
り
の
助
成
対
象
は
10
ａ
以
上

30
ａ
以
下
と
し
ま
す
。
そ
の
他
条
件
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

平
成
28
年
１
月
29
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
農
政
第
１
係　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

北
さ
つ
ま
農
協
伊
佐
総
合
支
所
営
農
セ
ン
タ

ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
㉔
２
６
１
１

か
ぼ
ち
ゃ
新
規
栽
培
農
家
に
補
助
し

ま
す

ク
リ
ス
マ
ス
映
画
会

平
成
28
年
度
「
南
永
小
」
特
認
生
募

集

募　
　

集
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広告

＜問い合わせ＞水俣市土地開発公社
（水俣市役所３階都市政策課内）

�0966-61-1618

・地目/宅地 ・用途地域/第1種中高層住居専用地域
・建ぺい率/60 ・容積率/200

・交通/みなくるバス停留所【祇園神社前】徒歩7分

★★★★うめどうめどうめどうめど夕陽夕陽夕陽夕陽がががが丘団地丘団地丘団地丘団地

家家家家 づ く り のづ く り のづ く り のづ く り の 補 助 金補 助 金補 助 金補 助 金 をををを 使使使使 っ てっ てっ てっ て
家家家家 をををを 建建建建 て る と おて る と おて る と おて る と お 得得得得 で すで すで すで す !

【平成２７年度】エコ住宅補助金、太陽光発電設備

・地目/宅地
・用途地域/指定なし
・建ぺい率/70

●●●●月浦台地福祉月浦台地福祉月浦台地福祉月浦台地福祉ニュータウンニュータウンニュータウンニュータウン

店 舗 ・ 福 祉 関 係
用 地 も あ り ま す ！
ご 相 談 く だ さ い 。

B-5 261.12 9,998

B-6 260.84 10,173

C-5 260.78 9,976

C-6 260.61 10,382

C-11 260.61 10,169

C-12 260.80 10,182

設置費への補助金（上限30万円）、太陽熱温水器設
置費への補助金（上限7万円）などがあります。（い
ずれも予算が無くなり次第終了/条件あり）

・建ぺい率/70

・容積率/400

・交通/みなくるバス停留所
【月浦団地前】徒歩１分

C-14 261.06 10,082

C-17 303.68 9,914

D-5 310.26 8,538

（
10
月
２
日
～
10
月
28
日
受
付
分
）

有
川　

朔さ
く
や矢
（
大
地
・
麓
後
）

壹
岐　

ゆ
あ
子
（
俊
洋
・
下
青
木
）

市
来　

晄こ
う
す
け丞
（
真
二
・
新
町
）

浦
崎　

綾
り
ょ
う
（
薫
・
岩
坪
）

江
原　

絢け
ん
し
ん心
（
好
太
郎
・
辺
母
木
）

大
塚　

雄ゆ
う
だ
い大
（
光
栄
・
重
留
西
）

大
丸　

唯ゆ
い
か花
（
伸
太
郎
・
前
目
下
）

尾
松　

愛あ
い
な菜
（
啓
太
・
高
校
西
）

木
津　

建け
ん
じ志
（
大
樹
・
里
町
）

開　

侑ゆ
な愛
（
隆
将
・
駅
前
）

（
10
月
１
日
～
10
月
29
日
受
付
分
）

大
口
地
区

甲
斐　

ト
キ　
　
　

101
（
木
ノ
氏
）

亀
居　

サ
チ
ヱ　
　

90
（
水
ノ
手
）

亀
居　

光
雄　
　
　

82
（
水
ノ
手
）

西
窪　

和
夫　
　
　

86
（
大
田
）

山
野
地
区

松
園　

ナ
ツ
エ　
　

89
（
石
井
）

齊
藤　

欣
喜　
　
　

83
（
小
木
原
中
）

※
９
月
受
付
分

羽
月
地
区

岸
良　

露
子　
　
　

85
（
福
川
）

河
野　

佐
誉
子　
　

58
（
福
川
）

西
太
良
地
区

天
辰　

順
一　
　
　

82
（
後
村
）

濱
田　

ミ
カ
ノ　
　

83
（
山
城
）

菱
刈
地
区

上
田
中　

ツ
ル
子　

88
（
徳
辺
上
）

㞍
屋　

千
文　
　
　

94
（
築
地
）

竹
内　

ア
キ
子　
　

94
（
前
目
麓
）

田
中　

忠
雄　
　
　

89
（
山
下
）

永
田　

テ
ル　
　
　

94
（
小
路
）

平
瀨　

三
之
焏　
　

92
（
重
留
西
）

松
永　

貞
子　
　
　

84
（
下
手
須
川
）

山
門　

ス
ス
キ　
　

89
（
山
田
）

本
城
地
区

前
田　

藤
子　
　
　

95
（
今
市
前
田
）

　

　第 30 回国民文化祭・かごしま 2015「いさ
演劇祭」の様子です。
  小学生の大合唱から期間限定の市民劇団まで、
笑って泣いて感動した文化の祭典でした。

【今月の表紙】

　

○大口東小学校　○本城小学校（写真）

11 月活動

　
　

　
　　　  伊佐さわやかあいさつ運動
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■
発

行
／

伊
佐

市
役

所
　

〒
895-2511　

鹿
児

島
県

伊
佐

市
大

口
里

1888
番

地
　

　
　

　
　

　
　

　
         Tel 0995-23-1311　

Fax 0995-22-5344
　

　
　

　
　

http://w
w

w
.city.isa.kagoshim

a.jp/  　
　

info@
city.isa.lg.jp

■
編

集
／

伊
佐

PR
課

     Tel 0995-29-4113　
 ■

印
刷

／
㈲

大
口

新
生

社
印

刷

　   

編
集
後
記

人口のうごき

H27.11. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）
◆ ◆

総人口　27,652 人　  （－       17）
　男　　12,789 人　  （－            3）
　女　　14,863 人　  （－       14）
世帯数　13,856 世帯  （－       18）

検索

　このコーナーでは、皆さ
んからの「お便り」や「写
真」をお待ちしています。

【投稿について】
◆お便りは、字数 200 文字
　以内。写真は、１枚につ
　き 50 文字以内。（文章は、
　必要に応じて添削する場
　合があります）
◆住所・氏名・年齢・性別・
　電話番号・ペンネーム（記
　入がない場合イニシャル
　で掲載します）を記入の
　上、伊佐ＰＲ課までご投
　稿ください。
◆投稿は、はがき・封書・
　メールまたは直接伊佐Ｐ
　Ｒ課（大口ふれあいセン
　ター２階）へ
◆締切は、毎月 10 日
※営利目的や個人、団体を
　批判・中傷するような内
　容は掲載できません。
※紙面の都合上、掲載でき
　ないこともあります。

【投稿・問い合わせ先】    
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里２８４５番地２
伊佐ＰＲ課

「和みのひろば」係
☎�４１１３

koho@city.isa.lg.jp

　

毎
朝
、
元
気
に
登
校
す
る
娘
が
犬
に
追
い
か
け

ら
れ
る
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
見
舞
わ
れ
た
。

娘
は
数
百
メ
ー
ト
ル
市
役
所
裏
ま
で
逃
げ
た
よ
う

だ
が
、
追
い
つ
か
れ
て
噛
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
時
、
娘
の
窮
地
を
救
っ
て
く
れ
た
男
性
が
い

た
ら
し
く
御
礼
を
伝
え
た
く
て
投
稿
し
ま
し
た
。

「
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。
娘
か
ら
の
言
葉
で
す
。」

『
た
す
け
て
く
れ
た
人
へ
―
11
月
11
日
水
曜
日
の

朝
、
小
学
校
の
と
う
こ
う
中
、
犬
に
お
い
か
け
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
た
す
け
て
く
だ
さ
っ
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。』 

（
大
口   

ま
な
ち
ゃ
ん    

30
代
）

　

隊
列
を
組
み
約
１
０
０
台
の
バ
イ
ク
が
曽
木
の

滝
を
め
ざ
し
た
。
バ
イ
ク
ハ
ウ
ス
主
催
の
記
念
ツ

ー
リ
ン
グ
で
、
磨
き
あ
げ
ら
れ
た
ハ
ー
レ
ー
の
ほ

か
イ
タ
リ
ア
車
の
ラ
ン
ボ
ル
ギ
ー
ニ
な
ど
集
結
。

互
い
に
愛
車
自
慢
と
撮
影
会
を
行
い
抽
選
会
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。
会
場
と
な
っ
た
伊
佐

市
の
忠
元
公
園
が
台
風
で
桜
倒
木
の
被
害
を
受
け

た
こ
と
を
知
り
、「
桜
島
チ
ャ
プ
タ
ー
」
の
メ
ン

バ
ー
ら
が
「
い
さ
花
募
金
」
に
寄
附
金
を
贈
っ
た
。

見
か
け
で
判
断
し
ち
ゃ
い
け
な
い
、
中
身
は
紳
士

で
熱
い
人
ば
か
り
だ
。

（
羽
月  

バ
イ
ク
好
き   

50
代
）

　
　

　今年も愛情込めて作った干
し柿を贈ります。「南三陸町
の皆さん、干し柿食べて元気
に過ごしてね。」

（羽月西小児童）    

ｎ
ａ
ｇ
ｏ
ｍ
ｉ
　
ｎ
ｏ
　
ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
ｂ
ａ

お

便
りありがと

う

和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏ

の
ひろば

ｎａｇｏｍｉ

和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏの ひろば
ｎａｇｏｍｉ

　
「
い
さ
演
劇
祭
」
で
は
榎
木
孝
明
氏
の
講
演
と
２

つ
の
演
劇
が
あ
り
ま
し
た
。「
紙
屋
悦
子
の
青
春
」

で
は
小
学
生
か
ら
高
校
生
の
十
代
を
中
心
と
し
た
メ

ン
バ
ー
が
出
演
。
初
々
し
く
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
演
技

で
「
い
さ
演
劇
祭
」
の
幕
が
あ
が
り
ま
し
た
。
も
う

一
つ
は
、
伊
佐
を
題
材
に
し
た
創
作
劇
で
、
特
産
品

や
建
物
が
「
か
ぶ
り
モ
ノ
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
登

場
。
伊
佐
農
林
高
校
名
物
「
更
生
之
素
」
の
カ
ン
ヅ

メ
を
か
ぶ
っ
た
主
人
公
が
、
身
近
に
あ
っ
た
け
ど
深

く
は
知
ら
な
か
っ
た
、
そ
の
モ
ノ
の
成
り
立
ち
を
旅

し
て
探
す
物
語
。「
ふ
れ
セ
ン
っ
て
列
車
の
形
な
の

か
あ
」「
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
っ
て
県
内
で

伊
佐
だ
け
な
ん
だ
あ
」
と
新
し
い
発
見
も
あ
っ
て
、

地
元
民
の
心
を
く
す
ぐ
る
細
か
な
演
出
が
最
後
ま
で

飽
き
さ
せ
る
こ
と
な
く
素
晴
ら
し
い
舞
台
で
し
た
。

２
つ
の
劇
の
驚
く
べ
き
は
、
出
演
者
の
ほ
と
ん
ど
が

初
挑
戦
の
市
民
劇
団
員
と
い
う
こ
と
。「
人
前
で
演

じ
る
な
ん
て
恥
ず
か
し
い
だ
ろ
う
な
」
と
思
っ
て
観

た
の
は
最
初
の
１
秒
だ
け
で
、
気
迫
に
満
ち
堂
々
と

し
た
姿
に
鳥
肌
が
立
ち
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
苦
労
や
不
安
、
稽
古
を
重
ね
る
た
び

上
達
す
る
自
分
、
す
べ
て
が
感
動
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う

な
。
本
番
で
は
快
感
さ
え
覚
え
て
い
る
よ
う
に
見
え

ま
し
た
。
こ
れ
で
解
散
か
―
も
っ
た
い
な
い
、
私
も

「
黒
（
豚
）
の
軍
団
」
に
入
れ
る
素
質
は
あ
っ
た
の

に
「
も
っ
た
い
な
い
」。　


